
　３月23日（月）、東京都千代田区の如水会館にて、「日本民間教育大賞　授賞式・記念講演会 パネルディスカッ
ション・祝賀会」が開催され、全国から教育関係者が集い盛大に行われた。
　日本民間教育大賞は、75歳以上を対象とする「民間教育最高功労賞」と没後10年以内の故人を対象とする
「民間教育特別功労賞」の２部門で構成されている。本年度は2025年 10月から12月までの間公募を行い、推
薦された方々を対象に厳正な審査を行った結果、民間教育最高功労賞に３名、民間教育特別功労賞に１名の受

賞者が選出された。
　最初に行われた記念講演会 パネルディスカッションのテーマは、「５年
後の塾はどうなっているか？ －ＡＩの進化がもたらす『塾革命』」。最前線
を走る５名のパネリストが登壇して、独自のＡＩの活用方法、個別最適化
された学びや講師の役割の変化、塾経営に求められていることなど、示
唆に富んだ議論が繰り広げられた。
　その後、お祝いに駆けつけた元文部科学大臣の衆議院議員 下村博文氏
が祝辞の言葉を述べるとともに、「教育は一人ひとりが幸せになるために

あるはずですが、今の教育では幸せではありません。最先端のＡＩを導入して活用するとともに、非認知能力
を高める役割を民間教育に担っていただきたい」と語った。
　その後は授賞式。司会を務めたのは、（一社）日本青少年育成協会 副会長・（株）ヒューマレッジ 相談役 木
村吉宏氏。冒頭、この１年にお亡くなりになった民間教育関係者のご貢献に感謝するとともにご冥福を祈って参
加者全員で１分間の黙祷を捧げた。その後、選定委員を代表して全国学習塾協同組合 
理事長 森貞孝氏が開会の挨拶。
「本日は本当におめでとうございます。教育の世界はどんどん変わっています。これか
らはＡＩ関係の方が日本民間教育大賞に選ばれるのではないかと私はイメージしており
ます」と述べ、授賞式へと移っていった。
　「民間教育最高功労賞」受賞者は、学研脇町教室 指導者 佐藤勝代先生、（株）城南
進学研究社 代表取締役会長 下村勝己先生、（株）開倫塾 代表取締役 開倫塾 日本語学
校 理事長・校長 林明夫先生、「民間教育特別功労賞」受賞者は、岡村ゼミナール（株）創業者 岡村寛三郎先生。
下村勝己先生は体調不良で欠席のため、代わりに長女の下村友里氏が表彰され、岡村寛三郎先生の受賞は、岡
村ゼミナールの跡を継いだご子息の岡村明氏が表彰された。表彰状の授与は、私塾協同組合連合会 理事長 坂
田義勝氏、表彰楯の授与は、学習塾公開企業協議会 会長 立木康之氏が行った。授賞式の最後は、全日本私塾
教育ネットワーク 副理事長 仲野十和田氏が閉会の挨拶をした。
　祝賀会では、選定会議を代表して（公社）全国学習塾協会 会長 安
藤大作氏の挨拶で始まり、多くの参加者から祝辞が述べられ、顧問であ
る参議院議員 大島九州男氏もお祝いの言葉を述べた。花束贈呈、三本
締めへと進み、（一社）日本青少年育成協会 会長 （株）ティエラコム 代
表取締役社長 増澤空氏の挨拶で閉会した。

日
本
民
間
教
育
大
賞

賞賞

後
を
ささ
唆

が
す 今 教教育 幸あ ず

日本民間教育大賞選定会議
　　　　　　 （構成団体・団体名50音順）
・一般社団法人 日本青少年育成協会
・学習塾公開企業協議会
・公益社団法人 全国学習塾協会
・私塾協同組合連合会
・全国学習塾協同組合
・全日本私塾教育ネットワーク
・特定非営利活動法人 
　　　学習塾全国連合協議会
・民間教育連盟

顧問　下村博文 衆議院議員 元文部科学大臣
顧問　大島九州男 参議院議員

日本民間教育大賞 ダイジェスト版動画は上記QRコードからご覧いただけます。
　　　　　●映像協力●（株）フレックス design office[ moov ]

授
賞
式
記
念
講
演
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
祝
賀
会

第１部記念講演会 第３部祝賀会第２部授賞式ダイジェスト版

参議院議員
大島 九州男 氏

日本民間教育大賞 司会
（一社）日本青少年育成協会 副会長
（株）ヒューマレッジ 相談役　

木村 吉宏 氏

全国学習塾協同組合
理事長　森 貞孝 氏  

（公社）全国学習塾協会 
会長　安藤大作氏

（一社）日本青少年育成協会 会長
（株）ティエラコム
代表取締役社長
　増澤 空 氏

全日本私塾教育ネットワーク
副理事長　仲野 十和田 氏

衆議院議員
元文部科学大臣
下村 博文 氏
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岡お
か
む
ら村 

寛か
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
　氏

岡
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
㈱ 

創
業
者

⃝

略
歴
⃝

は
や
し
・
あ
き
お
。
１
９
５
０
年
栃
木

県
生
ま
れ
。
69
年
足
利
市
に
開
倫
塾
設

立
、
北
関
東
・
東
京
に
校
舎
を
展
開
。

２
０
０
１
年
、開
倫
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、18
年
、

開
倫
塾
日
本
語
学
校
設
立
。
現
在
、
栃
木

県
生
産
性
本
部
会
長
、
栃
木
県
経
済
同
友

会
理
事
、
文
字
活
字
文
化
推
進
機
構
評
議

委
員
、（
学
）
有
朋
学
園
有
朋
高
等
学
院

理
事
長
（
福
島
市
）、
宇
都
宮
大
学
・
作

⃝

授
賞
理
由
⃝

関
東
を
中
心
に
塾
を
展
開
し
て
小
中
高

校
生
の
学
力
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
全
国
模
擬
授
業
大
会
を
主
催
し
て

塾
講
師
の
指
導
力
向
上
に
寄
与
し
た
功

績

民間教育特別功労賞

　
今
日
私
が
こ
こ
に

あ
る
の
は
、
学
習
塾
の

皆
さ
ま
方
の
お
か
げ
で

す
。
兄
弟
の
よ
う
に
想

い
合
え
る
素
敵
な
先
生

方
が
全
国
に
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
、

受
賞
の
ご
感
想

私
の
心
の
支
え
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
指

導
し
、
喜
び
や
悲
し
み
を
と
も
に
過
ご
す

学
習
塾
の
仕
事
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
年
ほ
ど
前
に
ス
タ
ー
ト
し

た
開
倫
塾
日
本
語
学
校
で
は
、
現
在
80

名
の
留
学
生
を
お
預
か
り
し
、
改
め
て

教
育
ほ
ど
尊
い
こ
と
は
な
い
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
法
務
大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
栃
木
刑
務
所
に
お

い
て
15
年
間
に
わ
た
っ
て
受

刑
者
の
皆
さ
ま
に
読
み
書
き

計
算
な
ど
の
基
礎
教
育
を
行

い
、
矯
正
教
育
に
貢
献
し
た

こ
と
が
受
賞
の
理
由
で
す
。

お
よ
そ
１
０
０
名
の
受
刑
者

が
１
人
も
刑
務
所
に
戻
っ
て
お
ら
ず
、
再

犯
率
ゼ
ロ
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
も
教
育
の

成
果
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
本
日
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
末
永
く
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

林は
や
し

　明あ

き

お夫
　氏

㈱
開
倫
塾 

代
表
取
締
役

開
倫
塾
日
本
語
学
校 

理
事
長
・
校
長

民間教育最高功労賞

⃝

略
歴
⃝

お
か
む
ら
・
か
ん
ざ
ぶ
ろ
う
。
１
９
４
５

年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
82
年
、
兵
庫
県
姫

路
市
に
岡
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
設
立
。
兵
庫

県
西
部
地
域
一
帯
に
校
舎
展
開
を
図
り
、

５
万
名
超
の
卒
業
生
を
輩
出
。
学
習
塾
の

み
な
ら
ず
幼
児
教
育
や
通
訳
案
内
士
の
育

成
、
日
本
語
学
校
の
設
立
な
ど
多
方
面
で

の
教
育
事
業
に
尽
力
す
る
一
方
、「
Ｐ
Ｅ
Ｎ

　
寛
三
郎
は
昨
年
３
月

26
日
に
亡
く
な
り
、
岡

村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
継
い

だ
私
が
本
日
お
招
き
い

た
だ
き
ま
し
た
。
父
は

目
立
ち
た
が
り
屋
で
し

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な

立
派
な
式
典
で
受
賞
し
た
こ
と
を
き
っ
と

天
国
で
手
を
打
っ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
外
交
的
な
性
格
で
全
国
の
先
生
方
と

交
流
が
あ
る
こ
と
を
、
小
さ
い
頃
か
ら
よ

く
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
実
際
に
父
が
ど

ん
な
事
績
を
残
し
た
の
か
、
日
本
の
教
育

に
何
ら
か
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
が
、
経
営
者
ら
し
い
考
え
方

を
持
ち
、
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
好

き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
社
員
に
対
し
て
は
明

確
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示

し
、
船
の
羅
針
盤
の
よ

う
に
未
来
を
指
し
示
し

て
く
れ
る
存
在
で
し
た
。

社
内
で
は
「
寛
三
郎
先

受
賞
の
ご
感
想

生
が
推
進
し
た
こ
の
事
業
部
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」「
寛
三
郎
先
生
は
や
っ
ぱ
り
す

ご
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
よ
く
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
出
会
っ
た
先
生
方
と
未
来
に
つ

い
て
話
す
中
で
、
少
し
で
も
そ
の
指
針
を

提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
光

栄
に
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

⃝

授
賞
理
由
⃝

兵
庫
県
を
中
心
と
す
る
地
域
の
小
中
高

校
生
の
学
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
日
本
語
学
校
の
設
立
や
事
業
者

団
体
の
設
立
な
ど
を
通
じ
て
塾
の
地
位

向
上
に
貢
献
し
た
功
績

民間教育特別功労賞   民間教育の発展にとくに功績のあった故人

新
学
院
大
学
客
員
教
授
。
25
年
法
務
大
臣

表
彰
。

播
磨
」「
日
本
教
育
者
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
全

国
の
学
習
塾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
立
に
貢

献
。
25
年
没
。
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佐さ

と

う藤 
勝か

ち

よ代
　氏

学
研
脇
町
教
室 

指
導
者

下し
も
む
ら村 

勝か

つ

み己
　氏

㈱
城
南
進
学
研
究
社 

代
表
取
締
役
会
長

民間教育最高功労賞

日本民間教育大賞 授賞式

⃝

略
歴
⃝

さ
と
う
・
か
ち
よ
。
１
９
４
４
年
徳
島
県
生

ま
れ
。
81
年
１
月
、
徳
島
県
脇
町
で
開
室
。

学
研
教
室
の
理
念
「
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ

喜
び
・
自
信
・
生
き
る
力
を
」
を
大
事
に
し
、

地
域
密
着
型
教
室
と
し
て
信
頼
を
得
る
。

「
こ
の
街
と
日
本
の
将
来
を
創
る
確
固
た
る

〝
人
材
力
〟
を
持
つ
人
を
一
人
で
も
多
く
こ

⃝

略
歴
⃝

し
も
む
ら
・
か
つ
み
。
１
９
５
０
年
神
奈

川
県
生
ま
れ
。
82
年
、
㈱
城
南
進
学
研
究

社
取
締
役
、
85
年
、
代
表
取
締
役
社
長
、

２
０
１
６
年
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に

就
任
。
１
９
６
１
年
の
同
社
創
業
以
来
の

理
念
で
あ
る「
生
徒
第
一
主
義
」を
念
頭
に
、

同
社
を
乳
幼
児
か
ら
社
会
人
ま
で
を
対
象

に
幅
広
い
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総

合
教
育
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
と
し
て
成
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受
賞
の
ご
感
想

　
本
日
は
体
調
不
良
で
本
人
が
欠
席
の

た
め
、
長
女
の
私
下
村
友
里
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
本
民
間
教
育
大
賞
に
お
い
て
民

間
教
育
最
高
功
労
賞
を
頂
戴
し
ま
し

た
こ
と
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
私
は

１
９
８
５
年
に
城
南
進
学
研
究
社
の
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
今
年
創
業
65
年

目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の

は
、
と
も
に
尽
力

し
て
く
れ
た
社
員

や
講
師
、
そ
し
て

何
よ
り
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
信

じ
て
通
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆

さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　
民
間
教
育
、
と
り
わ
け
塾
業
界
は

時
代
と
と
も
に
役
割
を
変
え
な
が
ら
も

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引
き
出
す
と

い
う
本
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
受
験
指

導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
と
し
て
の
成

長
を
支
え
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

受
賞
の
ご
感
想

　
私
自
身
、
現
在
は
会
長
と
し
て
会
社

を
見
守
る
立
場
で
す
が
、
本
日
こ
の
賞
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
新
た
な
責
任
の
始
ま

り
と
受
け
止
め
、
次
世
代
を
支
え
る
役

割
と
し
て
微
力
な
が
ら
塾
業
界
の
発
展

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

思
議
さ
や
自
然
界

の
面
白
さ
を
体
験

で
き
る
科
学
実
験

教
室
も
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
学
研
の

全
国
指
導
者
研
修

会
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。
研
修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
親

し
い
指
導
者
の
お
仲
間
と
近
況
を
報
告
し

合
い
、
一
緒
に
旅
行
を
す
る
な
ど
交
流
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
学
研
の

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

80
歳
を
超
え
て
指
導
者
と
し
て
の
引
き

際
が
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
密
着
型
塾

と
し
て
、
ま
た
認
知
能
力
と
非
認
知
能
力

を
育
む
学
び
の
場
と
し
て
学
研
教
室
を
存

⃝

授
賞
理
由
⃝

徳
島
県
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お

い
て
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
幅

広
い
指
導
を
行
い
、
民
間
教
育
の

発
展
に
寄
与
し
た
功
績

　
私
は
１
９
８
０
年
の
学
研
教
室
開
設

時
の
〝
指
導
者
一
期
生
〟
で
す
。
徳
島
県

美
馬
市
脇
町
に
学
研
教
室
を
構
え
て
今

年
47
年
目
を
迎
え
、
３
歳
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
算
数
・
数
学
・
国
語
・
英
語

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
理
系
出
身

の
亡
き
夫
の
助
言
を
も
と
に
、
科
学
の
不

続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
社
会
人
と
な
っ
た
二
世
会
員
か

ら
結
婚
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
三
世
会
員
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
日
々
指
導
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

⃝

授
賞
理
由
⃝

「
城
南
コ
ベ
ッ
ツ
」
の
ブ
ラ
ン
ド

で
個
別
指
導
塾
の
全
国
展
開
を

行
う
な
ど
、
民
間
教
育
の
発
展

に
寄
与
し
た
功
績

民間教育最高功労賞   民間教育の発展にとくに功績のあった方（50音順）

民間教育最高功労賞

の
街
か
ら
送
り
出
し
た
い
」
と
い
う

指
導
者
の
思
い
の
も
と
、
日
々
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
る
。

長
さ
せ
て
き
た
。
２
０
２
５
年
９

月
に
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任

新
学
院
大
学
客
員
教
授
。
25
年
法
務
大
臣

表
彰
。
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